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新型コロナウイルス感染症への対応について 

 

3 月 25 日付け文書で、4 月１日以降の新型コロナウイルス感染症への対応についてお知らせしたところで

す。しかし、昨日、東京都では感染者の急増を受けて、「重大局面」との危機感を表明しました。国内での感

染が大きな岐路にある状況であると考えられます。 

 このことを受け、弊協会としては、「各チーム単位での活動は 3 月 25 日付け文書の通り、各チームの判断に

委ねることにしますが、県協会主催の大会については当分の間見合わせることにいたしました。」 

 朝令暮改のお知らせになってしまいましたが、このような社会の状況であることをお汲みいただき、ご理解

とご協力をお願いします。 

なお、感染の拡大、収束の状況に応じて、対応方針を即時変更していきますので、皆様のご理解ご協力をお

願いします。 

 

【各チームの今後の活動について】 

・１種、シニア、２種３種のクラブチーム、4 種のチームについては、各チームの判断に委ねる。 

・中体連、高体連所属のチームについては、学校の指示に従うこと。 

・女子選手については、その選手が所属するカテゴリーの対応と同様とする。 

・フットサルについては、換気を十分に行うことを条件に、各チームの判断に委ねる。なお、施設との事前

協議を行い、その方針に従うこと。 

・キッズの活動については、受け入れ施設側との協議を経て実施の有無を決定する。 

※ 活動を強制したり、活動できない選手に不利益が生じたりしないように配慮すること。 

※ 合宿や遠征については、当分の間自粛するのが望ましい。 

 

【県協会主催大会等について】 

・当分の間、開催をしない。 

【トレセン活動について】 

・当分の間、活動しない。 

 【会議や講習会について】 

 ・消毒や換気を十分に行うことを条件に開催を許可する。 

・余裕を持たせた座席の配置や感染リスクを減じた会議形式を工夫すること。 

【感染防止対策】 

・手洗い、咳エチケットを励行すること。 

・選手同士の過度な接触を伴わないストレッチやトレーニングを工夫すること。 

・選手の活動前後の検温を含む健康観察や手洗いうがいを行うこと。 

・着替え、ミーティングなど、換気が悪く人が密に集まって過ごすようなことがないようにすること。 

・チームで共用するものをアルコール消毒すること。 

・飲用ボトルやタオル等の共用を避けること。 


